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※神奈川大学大学院歴史民俗資料学研究科博士   
後期課程  と述べている。この発言は、森謙二が自  
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に伴って起きた現象の岬－・つに数えられる。   
韓国人である筆者の目からみれば、特に、  
韓国の郡市においての墓地問題は、今や探  











さそうである。   
上井久義は、自分が編著した『葬送葛制  





















＜写真2－A＞東京都府中市の多磨霊園の正門  ＜写真2－B＞多磨霊園の23区域の案内図  
＜写真3－A＞東京都町田市の多摩霊園にて  ＜写真3－B＞多摩霊園の境内の中の掃除道具  
線香を上げる市民たち  
一2川）－   















2．明治期の葬送茎制における特徴の面々   
明治期の葬送基制における特徴的な面を  














1）神葬祭の試行   
まず、神葬祭の試行というのは、自葬祭  




















儀を禁止したままであったゎ したがって、  
明治政府は、神職家族に対しでも神葬祭を  
容認すること14から出発しなけれぼならなか  
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ー204岬   
ても許可を得ずにLて新たに墓地を設  
けること、あるいは墓地の区域を広げ  
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が用意された凸 したがって、日本における  
近代基地の建設のうち、公営基地と呼ばれ  
る‘霊園づくり’を考えてみればみるほど、  

























































信者のお墓   
＜写真8－A＞日本品初と呼ばれる多摩霊園の  
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1人類の歴史を遡って考えてみると、旧石器   
時代の初期に属する遺物には埋葬の痕跡   
がほとんど認めてないが、同時代の中期   
になると、洞穴のなかに浅く地を掘り、   
遺体を埋め、石器や食物を供えた例が認   
められるし、同時代の後期になると、死   
者をねんごろに埋葬することが－一般的に   
なった。（渡辺照宏、1960、F死後の世界j、   
20－21貫、岩波昏店 参照）  
2グレニス・ハワース（GlennysHowarth）、   
オリヴァ・リーマン（01iverLeaman）、孝野   
良夫・武井摩利訳、2007、F死を考える事   
典j、4（沿頁、東洋書林  
3国分直鵬、1989、「わが先史古代の複葬とそ   
の伝統」、上井久義編、r葬送嘉制研究集   
成j（第五巻 墓の歴史）、58頁、名著出   
版  
4山折哲雄、1995、F現代と民俗（伝統の変容   
と再生）j（民族文化大系12）、326－327貫、   
小学館  
5森謙二、1993、F墓地と葬送の社会史j、   
257一ど退京、請談社  
ー209－   
6旧ソ連のモスクワで、社会主義国家の終焉   
とともに「赤の広場」近くのレーニン塞   
からその棺が運び出されたということを   
どこかで読んだことがあるが、どこの国   
でも‘英雄’の死を政治的に利用する装   
置が存在する。国家のために戦って死ん   
だ軍人や政治家たちが基地の中で‘英雄’   
として祀られているのももうーつの鏡で   
あるといえよう。  
7上井久義、1989、「総論」、上井久義編、r葬   
送墓制研究集成」（第五巻 墓の歴史）、  
1ト20頁、名著出版  
8こういう宗教的な面に対して、桑原武夫は、   
r明治維新と近代化j を通して、‘宗教の   
無力化’こそ、日本の近代化が成功した   
条件の一つだと主張している。（桑原武夫、  
1984、r明治維新と近代化j、210－215頁、   
小学館 参照）  
9森謙二、1993、「基地と葬送の社会史J、12－  
15貫、講談社  
10斎藤美奈子、2006、F冠婚葬祭のひみつj、   
2貫、岩波書店  
11王政復古によって生まれた朝廷（明治政府）   
は、ただちに、1868年（明治元）3月13日、  
「祭政一致之御制度」を政治の基本方針と   
する旨の布告を発した。この布告は、さ   
らに、祭政一致の制度樹立のため、神祇   
官の再興∵造立を予告し、全国すべての   
神社・神主・禰宜・祝神部は、以後神祇   
官の附属になることを明らかにした。（丹   
羽邦男、1988．7、「明治政府の社寺地処分」、   
神奈川大学日本常民文化研究所編、一度史   
と民俗3j ＜神奈川大学日本常民文化研   
究論集3＞、196－197頁、平凡社 参照）  
12この招魂杜は、番兵隊や勤皇の志士たちの   
墳墓の地に建てられたが、これの建立の   
はじまりは、1865年（慶応元）下関の桜山招   
魂社という説があり、1868年（慶応4）には   
京都の東山招魂社ができたわけである。   
このなか、束山招魂社（現・霊山護国神   
社）には、坂本竜馬・中岡慎太郎の墳墓   
など何百という墓石が並んでいる。  
13仏教・儒教の葬祭に対して起った神道の儀   
礼によって行なう葬祭をいう。  
1418鎚年（明治元）閏4月19日のことであった。  
15この「宗門人別改帳」に代わる新しい「戸   
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7月であった。しかし、「宗門人別改帳」   
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16これが神葬祭のモデルとなったのである。  
17この地はすでに、皇室・華族用の基地とし   
て設定されていた。  
18これに関連して、もちろん今後、地域別の   
神葬祭の実態調査が必要であることはい   
うまでもない。  
19鯖田豊之、1990、F火葬の文化j、11頁、新   
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劫森謙二、前掲昏、155頁  
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墓地」をさす。  
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刀福沢諭膏、1989、F福沢諭吉選集（第4巻）j、   
222頁、岩波書店  
24柳田国男、2000、r明治大正史（世相編）j、   
280－282頁、講談社  
25当時、その価格は、約1千平方メートルが   
25銭であった。（r府中市史j による。相   
月知世、F多磨霊園」（東京公園文庫15）、  
－210－   
良夫・武井摩利訳、2007、『死を考える事   
輿』、4（灯頁、東洋書林  
（4）桑原武夫、1984、F明治維新と近代化』、   
210－215頁、小学館  
（5）国分直】一、1989、「わが先史古代の複葬   
とその伝統」、上井久轟編、F葬送墓利研   
究集成』（第五巻 真の歴史）、58貢、名   
著出版  
（6）斎藤美奈子、2006、F冠婚葬祭のひみつj、   
2頁、岩波書店  
（7）鯖田藍之、1990、r火葬の文化』、11頁、   
新潮社  
（8）芳賀登、1991、F葬儀の歴史』、270頁、   
雄山間  








（13）柳田国男、2000、『明治大正軋＝世相   
編）、280－誼2項、講談社  
（14）山折哲雄、1995、『現代と民俗（伝統の   
変容と再生）』（民族文化大系12）、326－327   
頁、小学館  
（15）横田睦、2000、『お骨のゆくえj（火葬   
大国ニッポンの技術）、159－161頁、平凡社  
（16）渡辺照宏、1960、『死後の世界』、岩波   
書店  
（17）丹羽邦男、19朗．7、「明治政府の社寺   
地処分」、神奈川大学日本常民文化研究所   




27当時の東京市の人口の変化は、1889年（明   
治22）には37万6千名、1919年（大正別には   
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